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出所：ヤフーニュース；https://news.yahoo.co.jp/byline/fuwaraizo/20190714-00132538/（２０１９年８月２８日アクセス）

https://news.yahoo.co.jp/byline/fuwaraizo/20190714-00132538/


在日外国人数の推移



都道府県別の人口増減

出所：https://www.nikkei.comのデータをもとに作成

https://www.nikkei.com/




外国人コミュニティの誕生

• 外国人人口の増加によって各国のコミュニティ
ができる。

• 外国人コミュニティのメリット

 新人に対しては頼りになる

 日本語ができなくても生活ができる

 困ったときに支援が受けられ、安心感がある

 基本的な情報の基になる



• 外国人コミュニティのデメリット

• 孤立する可能性が高い

• 日本人や他のコミュニティとの交流しなくなる

• 不正確な情報をもとに行動してしまう危険性

• 日本語の習得や日本文化に触れ合う機会が
少ない

• コミュニテイが悪用される可能性

• コミュニティメンバー同士のトラブル



外国人住民の安全・安心について

日常生活（基本的なライフライン）
• 言葉の壁
• 部屋探し
• 銀行口座の開設
• 携帯電話の契約
• 仕事探し
• その他の必要な情報収集

災害など緊急時

• 避難訓練への参加
• 避難所の情報
• 救急バッグなどの認知
• 言葉の壁

交通安全と防犯
• 交通マナー
• 交通安全教育

• 公衆交通機関内に起きる被
害の恐れとその対策

• 犯罪に巻き込まれる危険性



EISJの安全教育と取り組み

• 東京都や警察署からの情報を配布





消防博物館の見学



避難訓練



荻窪警察署より犯罪防止講座



• JR阿佐ヶ谷・荻窪駅より交通マナー講座

• PTAボランティアより荻窪駅周辺でモニタリング



安全・安心教育訓練の浸透のために

• 関連情報を当事者に届ける工夫
• 外国人コミュニティやエスニック・メディアを使用
• 情報発信をデジタル化する（YouTube/SNS)

• 外国人コミュニティのイベントを利用し、日本での
生活マナーやルールを認知させる

• 教育訓練の頻度を増加
• 身近なところで国際交流の機会を与える

• 生活に関する基本講座を市区町村で設けて入国
した時点で受講させる

• 町内会で外国人も参加できるようにする

• 生活相談センターやワン・ストップ支援センターの
設置




